
東慶州ロータリークラブ離就任式が盛大に開催
されます事、心よりお慶び申し上げます。そして、今
年も大和中ロータリークラブをお招きしていただき、
厚く御礼申し上げます。

今年の春、東慶州ＲＣと大和中ＲＣの姉妹クラブ
締結３０周年記念の合同例会を横浜で開催致しま
した。東慶州ＲＣの多くの友人が来日され、厳粛な
中にも和やかな雰囲気で、共に３０周年をお祝出来
ました事、重ねてお礼を申し上げます。
金 大淵会長の御挨拶は、我がクラブの会員に

多くの感銘を与えました。
「私たちはお互い遠く離れており、国も違い、言

葉も違います。しかし、私たちは「ロータリーの理想」
を実現するという互いの共通した目的をもつ友達
です。言葉は通じませんが、お互いに目を合わせた
だけで通じあう大切な友達です。」とスピーチをさ
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れました。「ロータリーの理想」は永遠のテーマです。
しかし、私たちは「ロータリーの理想」に向けてのあ
ゆみを止めることは許されません。何故ならば私た
ちは、誇り高きロータリアンであり、共通の目的を持
つ同志だからです。
３０年前、鄭会長、寺田会長が姉妹クラブの種を

蒔きました。その時のＲ Ｉ テーマは「人類はひとつ世
界中に友情の橋をかけよう」でした。以来３０年、先
輩方の御尽力で、両クラブの友情の橋は、頑丈で
大きな橋に育ちました。そして今、両国に掛る友情
の橋から発信する「ロータリーの理想」は、美しい花
を咲かせる大樹に育とうとしています。
金 大淵会長におかれましては、「奉仕を通じて

平和を」求め続けた一年の航海の集大成の時を
迎へ、今まさに帆を畳まんとしています。韓国と日
本の船長同士、奮闘した１年をお互いにねぎらいな
がら、二人の新船長の活躍を静かに見守ろうでは
ありませんか。

李 相敦新会長におかれましては、「ロータリーを
実践し、みんなに豊かな人生を」の目標に向かって、
新たな船出の出発点に立っています。李会長のご
健闘をお祈り致しますと共に、岸新会長との絆を
更に深めて頂きたいと思います。
日本の江戸時代の高名な学者、貝原益軒はボ

タンの花を大切に育てていました。ある日、留守の
間に書生が誤ってボタンの花を折ってしまいました。
怒られるのではないかと心配する若者に、益軒は

こう言いました。「私がボタンを育てているのは楽し
むためであって、お前を怒るためではない」と。「何
のためにボタンを植えたのか」という目的を忘れ
なかったことが、益軒の寛容な心を生んだのでしょ
う。
私たちも、「何のために」ロータリアンであるのか

という目的を忘れず、益軒のように謙虚で寛容な
心を持ち続けることで、我が姉妹クラブは未来永
劫に不滅です。そして、「ロータリーの理想」の実現
に向けて、どんな困難も乗り越えていくことを確信
いたします。
終わりに、東慶州ロータリークラブの益々の発展

を祈念し、両会長を初め会員の皆様の健康と、ご
成功をお祈り申し上げ御挨拶といたします。

（注記）
・「人類はひとつ 世界中に友情の橋をかけよう」
1982～83 Ｒ Ｉ テーマ（向笠廣次R I会長）
・「奉仕を通じて平和を」
2012～13 Ｒ Ｉ テーマ（田中作次RI会長）
・「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」
2013～14 Ｒ Ｉ テーマ（ロンD・バートンR I会長）
・貝原益軒 （1630～1714）
江戸時代の学者。明治時代に西洋の生物学や
農学の分野がもたらされるまでは、日本史上最
高の生物学者であり農学者であった。「養生訓」
が有名。
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